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平成 30 年 6 月 15 日 

日本原子力発電（株） 

逃がし安全弁の設計変更による安全性への影響について 

1. 逃がし安全弁吹出量の設計値及び公称値について 

 逃がし安全弁は，原子炉圧力容器の過圧防止及び原子炉減圧のための機能を有してお

り，設置変更許可申請書の基本設計における設計値としては，逃がし安全弁に要求され

る機能に対して保守的な小さめの吹出量を設定している。 

 一方，工事計画において設定する公称値は，ローテーションパーツの採用に伴い届出

申請をした際に，建設時の工事計画の逃がし安全弁の吹出量計算式（昭和 45 年告示 501

号）から届出時点の計算式（昭和 55 年告示 501 号）に変更したことに伴い，当初認可時

と比較して吹出量が大きくなっている（別添 1参照）。 

2. 逃がし安全弁吹出量の違いが許認可解析に与える影響について 

設計値と公称値の違いが許認可解析に与える影響を第 1 表に，吹出量の違いによる原

子炉圧力の推移を第 1 図に，各事象の燃料の破裂判定曲線を第 2 図～第 6 図示す。設計

基準事象のうち原子炉減圧を必要とする事象である「中小ＬＯＣＡ」では，燃料被覆管

最高温度は約 590℃であり，小さめの吹出量である設計値を設定した場合でも評価項目に

対して十分余裕がある。また，重大事故等対策の有効性評価のうち原子炉を急速減圧し

て低圧代替注水系（常設）にて注水を実施する「高圧・低圧注水機能喪失」においても，

燃料被覆管最高温度は約 338℃であり，評価項目に対する余裕は十分ある。これは，減圧

能力が十分であることに加え，低圧代替注水系（常設）の注水能力が高いことによる。 

「ＬＯＣＡ時注水機能喪失」においては，原子炉注水開始が遅れた場合の影響につい

て確認しており，原子炉減圧操作が 10分遅れたとしても燃料被覆管最高温度は約 90℃上

昇するにとどまり，第 1 図の吹出量の違いによる原子炉減圧能力の差がほとんどないこ

とを考慮すると，逃がし安全弁吹出量を公称値から設計値としても安全性の低下は小さ

いことが確認できる。 

一方，逃がし安全弁の吹出量が大きくなることで評価項目に対する余裕が小さくなる

重大事故等対策の有効性評価における「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」では，大きめの

吹出量である公称値を設定した場合，燃料被覆管最高温度は約 887℃となり評価項目を満

足するものの，第2図に示すとおり，燃料の破裂判定曲線のベストフィット曲線※に近く，

可搬型設備の操作時間の不確かさを考慮すると時間余裕を十分確保できないおそれがあ

る。 

※ 炉心損傷防止対策の有効性評価においては，周辺の公衆に対して著しい放射線被

ばくリスクを与えないことを考慮し，燃料被覆管の破裂が発生しないことを目安

としている。 
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3. 安全性への影響について 

「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」以外の許認可解析では，逃がし安全弁吹出量を小さ

めの吹出量である設計値を設定した場合でも評価項目に対する余裕は十分あり，十分な

原子炉減圧機能が確保されていることを確認している。一方，逃がし安全弁吹出量を大

きめの吹出量である公称値を設定した場合の「全交流動力電源喪失（ＴＢＰ）」では，評

価項目に対する余裕が小さい。これらのことから，逃がし安全弁の吹出量の公称値が設

計値と同等となる設計に変更することにより，安全性が向上すると総合的に判断した。 

第 1表 設計値と公称値の違いが許認可解析に与える影響 

事象 
逃がし安全弁 

吹出量 

燃料被覆管 

最高温度 

燃料被覆管 

酸化割合 

可搬設備に

対する操作

時間余裕 

原
子
炉
減
圧
が
必
要
と
な
る
主
な
事
象

中小ＬＯＣＡ 

（設計基準事象，

９×９燃料（Ａ型））

設計値 

約 590℃ 

(燃料被覆管 

の破裂なし)

極めて 

小さい 
－ 

高圧・低圧注水機

能喪失 
設計値 

約 338℃ 

(燃料被覆管 

の破裂なし)

1％以下 － 

ＬＯＣＡ時注水機

能喪失 
設計値 

約 616℃ 

(燃料被覆管 

の破裂なし)

1％以下 － 

ＬＯＣＡ時注水機

能喪失（減圧操作

10 分遅れ） 

設計値 

約 706℃ 

(燃料被覆管 

の破裂なし)

1％以下 － 

逃
が
し
安
全
弁
の
故
障
に
よ
り
原
子

炉
が
減
圧
さ
れ
る
事
象

全交流動力電源喪

失

（ＴＢＰ） 

設計値 

約 746℃ 

(燃料被覆管 

の破裂なし)

1％以下 約 55 分 

設計値＋5％

約 773℃ 

(燃料被覆管 

の破裂なし)

1％以下 約 35 分 

公称値 

（設計値＋約

10％） 

約 887℃ 

(燃料被覆管 

の破裂なし)

約 3％ 約 20 分 


















